
31

広島女学院大学幼児教育心理学科研究紀要　第 ₅号
Journal of the Department of Child Education and Psychology
Hiroshima Jogakuin University 5: 31–37, Mar. 2019

* 広島女学院大学人間生活学部幼児教育心理学科准教授

1 ．はじめに
わが国に「スピリチュアリティ」というカタカナ言葉が浸透し始めたのは，₂₀₀₀年代中盤になっ
てからである（Takahashi, ₂₀₁₀）．ちょうどこの頃，「スピリチュアル」に関しては₂つの動きがあっ
た．₁つ目は₁₉₉₉年に世界保健機構（以下，WHO）が，それまでの「健康」の定義に ＂spiritual＂ を
加えようとしたことであり， ₂つ目はわが国の大衆文化の中にスピリチュアル・ブームが起こった
ことである．
₁つ目のWHOによる健康の定義の見直しについては，結局のところ早急な改定の必要が見られ

ないとして改訂されることはなかったが，スピリチュアルな側面もまた，人間の健康にとって重要
な側面であることを示したものであった．さらにWHOは，₂₀₀₂年に「緩和ケア」の定義も示した
が，その中にも ＂spiritual＂ の単語は見られた．厚生労働省はこれを「生命を脅かす疾患による問題

虐待を受けた子どものスピリチュアルペイン
についての一考察
前　田　美和子*

（₂₀₁₉年 ₁ 月 ₉ 日 受理）

A Study into the Connection between Child Abuse  
and Spiritual Pain

Miwako MAEDA*

＇Spirituality＇ has been somewhat misunderstood as a ＇non-scientific＇ method, influenced by what is 
generally known as the spiritual boom, which gained prominence in Japan during the mid-₂₀₀₀s in 
Japan. Such an approach has now become recognized as a part of a popular culture. It was thought that 
originally ＇spirituality should not be scientific or just limited to religious matters, but an exploration of 
something that is at the center of our very being. Therefore, spiritual pain is something which is felt by 
us all.

In Japan, spiritual pain has been recognized and legitimized in the field of palliative care. Theories 
have developed, but particularly that developed by Hisayuki Murata is widely supported. Despite this, 
Murata＇s work has not been fully utilized, particularly by those who explore the spiritual pain of chil-
dren who do not suffer from illnesses.

This article explores how/if children who are abused, suffer spiritual pain. The research framework 
for this study is based on Murata＇s theory. Findings suggest that it is possible that such children do in 
fact suffer a degree of spiritual issues.

Keywords: Spiritual pain　スピリチュアルペイン，Children＇s spirituality 子どものスピリチュアリ
ティ，Child abuse　虐待



32

前田美和子

に直面している患者とその家族に対して，痛みやその他の身体的問題，心理社会的問題，スピリチュ
アルな問題を早期に発見し，的確なアセスメントと対処を行うことによって，苦しみを予防し，和
らげることで，QOLを改善するアプローチである」（厚生労働省，₂₀₁₁）と，＂Spiritual＂ をカタカナ
で「スピリチュアル」に翻訳した．そしてその翌年，₂₀₁₂年 ₆ 月には「がん対策推進基本計画」が
閣議決定した．もともと，わが国のスピリチュアルケアに関する研究は臨床的方法論に関する文献，
特にキリスト教系の終末期医療における研究が最も多かった（Takahashi, ₂₀₁₀）が，WHOの「緩
和ケア」の定義を厚生労働省がカタカナで「スピリチュアル」と翻訳したことで，緩和ケア領域に
おけるスピリチュアルペインおよびスピリチュアルケアについて，その研究と実践とに大きな影響
を与えたことは想像に難くない．
₂つ目にあげたスピリチュアル・ブームは，スピリチュアル・カウンセラーと称した江原啓之や

細木数子のブームなどがそれで，中村（₂₀₁₁）は「心霊と交流できる特殊能力者によるメッセージ
の仲介儀礼という形をとるテレビのバラエティー番組，あるいは『スピマ』のようなイベントとい
う形で，誰でも無料でアクセスできる形で展開される大規模な交霊会」と表現した．
このように，「スピリチュアル」に関してこれら ₂つの事柄がおよそ似通った時期に国内で広がっ
たのであるが，後者にあげた江原の著作がベストセラーになったり，マスメディアで取り扱われた
りしたため，大衆に与えた「スピリチュアル」の言葉のイメージへの影響力は大きかった．その結
果，一般的に「スピリチュアル」は「占いや前世の霊」といった非科学的な解釈をされ，オカルト
的なポップカルチャ ーとして認識され，両者に大きな隔たりが生じてしまった（Takahashi, ₂₀₁₀）．
このようにして独り歩きしてしまったポップカルチャーとしてのスピリチュアリティは，その非科
学的ニュアンスを避けないなどといった理由から，たとえば₂₀₀₃年に立ち上げられた宗教心理学研
究会においては，その正式名称に「スピリチュアリティ」を取り入れないなど，学問領域において
も影響を与え，その定義や翻訳に影響を与えている（Takahashi, ₂₀₁₀）．
しかし，スピリチュアリティはすべての人間にかかわることであり，スピリチュアルペインは疾
病の有無にかかわらず，また年齢や性別，あるいは宗教や民族にとらわれることなく，誰でも抱え
得る痛みである．一方で，これまでわが国では緩和ケア領域をはじめとした看護，福祉，心理学等，
特に終末期や災害等でいのちの終わりを身近に感じている者や，そのケアに従事する者に対しての
実践的な研究は多く見られるものの，子どものスピリチュアルペインについての研究はほとんど見
られない．そこで，本稿では子ども，とりわけ虐待をうけた子どものスピリチュアルペインについ
て考察したい．

2 ．スピリチュアルペインについて
「スピリチュアリティ」や「スピリチュアル」に関しての翻訳や定義付けは，今なお多くの議論が
なされているが，まずその語源からみたい．
「スピリチュアル」の語源は，旧約聖書 ₂章 ₇節にある．この箇所は天地創造物語のうち，人間の
創造について述べられている箇所である．創世記 ₂章 ₇節には，主なる神が土（アダマ）の塵で人
（アダム）を形づくり，その鼻に命の息を吹き入れられ，このことによって，人が生きる者となった
とある．この人間の創造時，神が人の鼻に吹き入れられた命の息はヘブライ語で （ネシャマー）נשימה
といい，「神の霊」（創世記 ₁： ₂）や「風」（創世記 ₃： ₈）とも訳されている と（ルーアハ）רוח
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同様の語である．רוח（ルーアハ）はギリシャ語の πνεῦμα（プネウマ），ラテン語の spiritus（スピリ
トゥス）を経て，英語の spiritへいたる語である（梶原，₂₀₁₄）．この聖書の記述によると，人がい
くら人の形をしていたとしても，命の息が吹き込まれない限り生きる者とはなっていないため，も
ともと命の息であるスピリチュアルは，人を生かすもの，人の命の根幹をなすものとして表されて
いることがわかる．
次に，今日わが国において「スピリチュアル」，「スピリチュアリティ」がどのように定義付けら
れようとしているのか見た後，同様に「スピリチュアルペイン」について見たい．
まず「スピリチュアリティ」の定義としてWHO（₁₉₉₃）は，「人間として生きることに関連した
経験的一側面であり，身体感覚的な現象を超越して得た体験を表す言葉」であるとし，「多くの人々
にとって『生きていること』がもつ霊的な側面には宗教的な因子が含まれているが，『霊的』は『宗
教的』と同じ意味ではない．霊的な因子は身体的，心理的，社会的因子を包含した人間の『生』の
全体像を構成する一因子とみることができ，生きている意味や目的についての関心や懸念とかかわっ
ていることが多い」としている．
神学者の窪寺（₂₀₀₄）は「スピリチュアリティとは，人間の危機に直面して，『人間らしく』『自
分らしく』生きるための『存在の枠組み』『自己同一性』が失われたときに，それらのものを自分の
外の超越的なものに求めたり，あるいは自分の内面の究極的なものに求める機能」であるという．
看護学の河（₂₀₀₅）は暫定的な定義として，「個人の生きる根源的エネルギーとなるものであり，
存在の意味にかかわるもの」であるとし，「そのありようは，個人の全人的状態，すなわち，個人の
身体的，心理的，社会領域の基盤として各側面の表現型に影響をおよぼすもの」としている．
医師の山崎（₂₀₁₈）は「真に拠り所となる他者を求め，その他者との関係性を通して，どのよう
な状況でも，自己のありようを肯定しようとする人間の特性」としている．
本稿はその定義を明らかにすることを目的とするものではないため，定義づけることはしないが，
スピリチュアリティの定義自体はさだまっていないものの，特定の宗教団体や宗教的なものではな
く，すべての人間にかかわるものとしての理解は一致をみているといえよう．また，自己の生きて
いる意味や目的など，社会的生き物である人間の存在の根幹にかかわる事柄であることが共通項と
して見て取れる．
ところで山崎（₂₀₁₈）は人間存在の ₄つの要素（身体，社会，心理，スピリチュアリティ）を図
₁のように図示した．この図では，スピリチュアリティが身体，社会，心理を表す円の重なった中
央部分にあり，人間存在の根源的領域にあることを表している．
ところが身体，社会，心理のそれぞれの要素に何らかのダメージがあった場合，そのダメージが
深ければ深いほどスピリチュアリティはよりその特性を発揮し，真に拠り所となる他者を求めて自
己のありようを肯定しようとする（図 ₂）．この時に生じるのがスピリチュアルペインである．さら
にスピリチュアルペインについては，「その状況における，自己と他者との関係性のありようが肯定
できない状態から生じる苦痛」であり，「スピリチュアルペインは，すべて，その状況における他者
との関係性に起因する」ものであるとしている．
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図 1　山崎（₂₀₁₇）より引用 図 2　山崎（₂₀₁₇）より引用

これに類するものとして比嘉（₂₀₀₈）は，スピリチュアルペインとは「つながりの喪失」や「つ
ながりの不全」が起こることで発症する痛みとし，社会的な生き物である人間が，そのつながりに
何らかの支障をきたした時に感じる痛みだという．
緩和ケアの領域において支持されている，いわゆる村田理論を開発した村田（₂₀₁₁）はスピリチュ
アルペインについて「自己の存在と意味の消滅から生じる苦痛」と定義し，その構造は時間存在，関
係存在，自律存在の三次元から解明されるとしている．
つまり終末期がん患者の場合，患者は死の接近によって将来を失うことを自覚している．将来を
失った人間は，時間性においては将来の喪失から生じる無意味を感じる．また，死によって人間は
自己が消滅と同時に，自己の存在に意味を与える他者をも失う．ゆえに関係性においては他者の喪
失によるアイデンティティの喪失，孤独，空虚を体験する．さらに人間の日常生活は自立と生産性，
あるいは他者や社会の役に立つことによって支えられているが，死の接近によって身体が衰え，自
律性においては自立と生産性（自律）の喪失から，自己の存在と世界が無価値，無意味に感じられ，
また依存，負担，迷惑などの苦しみを感じる．これらのことから，スピリチュアルペインが生じる
という．表 ₁には，以上のことと，その際スピリチュアルペインを感じている者が発する傾向にあ
る発言として村田があげているものをまとめた．

表 1　村田（₂₀₁₁）をもとに作成

時間存在としての
スピリチュアル
ペイン

無意味，無目的，不条理「何をしたらいいのかわからない」
「もう何の意味もない」
「早く楽にしてほしい」
「何でこんなことになってしまったのか」
「私の人生は何だったのか」 等

関係存在としての
スピリチュアル
ペイン

空虚，孤独，アイデンティ
ティの喪失

「孤独だ。自分ひとり取り残された感じだ」
「誰もわかってくれない」
「これから私はどうなるの？」 等

自律存在としての
スピリチュアル
ペイン

無価値，無意味，依存す
ることに対する負担

「人の世話になって迷惑をかけて生きていても，何の値打
ちもない」
「自分で自分のことが出来ないのは，もう人間じゃない」
「何の役にも立たない。生きている価値がない」 等
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ただ，村田はあくまで終末期がん患者のケースからこれらの理論を開発しており，命にかかわる
疾病を抱えていないケースについては，検討と今後の研究の余地が大いにある．
そこで今回，試験的に村田理論と山崎の定義をベースにし，虐待を受けた子どもがスピリチュア
ルペインを感じている可能性について検討する．

3 ．虐待を受けた子どものスピリチュアルペインの試論
今回は，NHKスペシャル「消えた子どもたち」取材班による『ルポ　消えた子どもたち　虐待・
監禁の真相に迫る』に掲載されているユキさん（仮名）のケースを用いることとする．なお，身体，
社会，心理的に大きなダメージを受けたと思われる記述に「下線 　 」，スピリチュアルペインによ
ると思われる言動に「二重下線 　 」を引いた．
家族構成：父親，母親，きょうだい（原文ママ）
虐待期間：不明～₁₄歳．ただし，小学 ₂年生の頃から虐待により部屋に閉じ込められ，小学校に通
えなくなった． ₂度家を飛び出すものの警察に保護され，最終的に家に帰された．学校に通えない
状態は ₇年間続き，₁₄歳の時に再度家を出た．その際，警察に保護され，児童相談所に送られて養
護施設で暮らすこととなった．
受けた虐待（本人が児童養護施設職員に話した内容による）：
・家に閉じ込められていた
・健康のためと称し，夏は裸でベランダに出されていた
・冬は冷水でシャワーをかけられる
・泣くとぶたれる
・夜はしばりつけられる
・なぐられて血がでた
・部屋のドアはガムテープがはられ，部屋の中の椅子にひもで縛りつけられる
・ひざまづいて（原文ママ）おしりをたたく．この際，ものさしや木の棒が使われた．数を数え
間違えると最初からやり直しされ，体いちめんあざだらけになった
・外出時は自分だけおいていかれた
保護以降：発見された当時の様子が記してある資料には「埃や垢にまみれて薄汚れ，ミャーミャー
としか（声を）発せられないような状況であった」と書かれていた．また，発見時にはおむつを ₆
枚重ねてはいていたという話もある．
児童養護施設に来た当初，表情はなく，歩くのもたどたどしい様子だった．自分に対して言われ
ていることは理解しているようで，うーんとうなずく程度の意思表示は出来たようである．また，朝
起きてご飯を食べる，毎日お風呂に入る等の生活の基本がわからなかった．月日を経て，それら生
活サイクルに慣れてきても，なお，人との関わり方がわからなかった．
施設に入所して半年経つと次第に，①襖を蹴る，人の物を投げる，ハサミを施設職員に向け，廊
下の窓に追いつめて網戸を開けて下に落とそうとするなど，昂ぶった感情を表すようになった．施
設職員は，これらの行動を「フラッシュバックでお家のことを思い出していたんでしょうか．親に
は言えなかったことを私にぶつけている部分もあったんじゃないかなと思いました．基本的には，大
人を信じられなくて，私に対しても，試してる部分もあっただろうし」（原文ママ）と受け止めた．
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この他，パニックを起こして扇風機を倒したり，枕を投げたり，洋服を部屋中に投げ散らかしたり，
タンスをドアに立てかけ，バリケードにして部屋に閉じ込もったりしたこともあった．また，職員
が他の子どもに優しくすると，カーテンを切りつけたり，壁に「死ね」と書いたこともあった．
そのようなパニック状態になった時，職員は抱きしめて落ち着かせていたようである．そのよう
に関わっていくことで，次第に関係もでき始めた．職員は「私たち職員が寄り添ううちに，少しず
つ関係もでき始めました．安心して生活できる環境のなかで，自分がいろんなことを出しても大丈
夫かなと感じて感情を出し始めたんだと思います．自分自身，うまくいかないことへのストレスも
あったと思う．とにかく，今，その自分の苦しみから逃げたい，脱出したいと言うのがすごく強かっ
たんでしょう」（原文ママ）と語っている．
高校生になり，ユキさんは次のような手紙を残している．
「わからないよ！今でも，人をうたがってしまう．みんなと違う育ち方がいけないの？頭のびょう
気なの？それとも？なんで，みんなと違う考え方しかできないんだろう．②だれもそんな事をみと
めてくれないし だから生まれてずっと人々にバカにされ，イジメられるんだね．私はこれからの
一年後をどうするの？死んだ方がいいの．なぜ生きてるの？助けて？！」（原文ママ）
この頃の様子を職員は「やっぱり，だんだんとこう，周りとの関係ができるようになってきて，他
の子たちと自分は違うのかなとすごく悩んでいた時期はありましたよね．なんで他の子はああやっ
てるんだろうとか，それもわからない．そんなときに余計不安になって，ガラスを割ったりするこ
ともありましたね」（原文ママ）と述べている．
その後，高校 ₃年から飲食店でアルバイトをするようになり，店長から「よく頑張ってるね」と
褒められたことも嬉しそうに職員に報告したこともあり，働くことや高校を卒業できたことが自信
になり，前向きな気持ちにつながっていったようである．
しかし，₁₈歳になって児童養護施設を退所し，「これからも頑張ります」と言い残し，成人向けの
自立支援のための施設に入った．
その後，食品工場での仕事も始めたが精神的に不安的な状態が続き，長くは続かず，髪を茶色に
染めたり，大声をあげたり，飲酒して暴れたり，職員を突き飛ばす行為を繰り返すようになった．ま
た，③正月やゴールデンウィークなど長期の休みになると，なぜ他の利用者には帰る場所があるの
に，自分にはないのかと自傷行為を何度か繰り返した．
この頃，もともといた児童養護施設に電話をかけ，職員たちと直接会ったこともあったがユキさ
んの不安的な状態は元に戻らず，入所から ₁年半，退所して他の施設に移った．
その後，いくつかの施設を渡り歩いていたようであるが，ユキさんの足取りは定かではない．
それから ₃年後，駅のホームから飛び降りて死亡したという連絡が児童養護施設にあった．

以上のケースをもとに，虐待を受けた子どものスピリチュアルペインの検討と考察を行う．
ユキさんへの虐待が生後いつ頃から始まったのかは定かではないが，少なくとも小学 ₂年生から
₆年以上かけて行われていたことになる． ₇， ₈歳の子どもにとって親は自分を保護し，守ってく
れる一番の存在である．その親に長期にわたって監禁され，暴力をふるわれ続けたことは，身体，心
理，社会ともに深いダメージを受け，スピリチュアルペインを感じていたことが考えられる（下線 　 ）．
児童養護施設に保護されてから半年後に見られた昂った感情を表した様子（①）は，「真に拠り所
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となる他者を求め」ていたユキさんにとって，施設職員がそれになり得るのかを試していたと考え
ることができる．また，高校生になって書いた手紙（②）からは，表 ₁の「関係存在としてのスピ
リチュアルペイン」に見られる，誰にもわかってもらえない孤独，アイデンティティの喪失に相当
することが読み取れる．
成人向け自立支援施設入所時の長期休暇中の自傷行為（③）も，周りの人たちには「拠り所とな
る他者」を持ち得ているのに対し，それを持ち得ていない様を目の当たりにした，「自己と他者との
関係性のありようが肯定できない状態から生じる苦痛」ゆえの行為であると言える．
このように，ユキさんはがん等の疾病を患ってはいないが，虐待を受けていたことによりスピリ
チュアルペインを抱いていた可能性がかなり高いと言える．

4 ．まとめ
これまで，わが国において疾病を伴わない子どものスピリチュアルペインについて，具体的に検
証されている研究が見当たらなかったため，今回，実験的に疾病を伴わない子どもがスピリチュア
ルペインを感じ得る可能性について，虐待を受けた子どもを例に村田理論を対応させ，検証を試み
た．その結果，虐待を受けている子どもにもスピリチュアルペインが生じてもおかしくない要素と，
スピリチュアルペインを抱いていると思われる言動とが見受けられた．
しかし，新聞社によるルポとはいえ実際にインタビューをしたケースではなく，また症例数も ₁
件しかないため，検証としては不十分と言える．今後，実際に子どもたちにインタビューをとり，子
どもたちがスピリチュアルペインを抱いていることを明らかにしたい．
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